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第16回南方熊楠賞受賞者決まる 1面

南方熊楠顕彰館5月14日オーコン 2面

ゲスナー賞(銀賞)受賞

南方熊楠の湯安田忠典

...3面

...5面

「熊楠j生物覚え書②土永知子 9面

熊楠ゆかりの地を訪ねる中瀬喜陽 10面

今年は成年、六のあ・話を和歌山市の方言マ語つ

マみましょう。

「屯かし、神さ九が、動物の体をお造'7にな

った九やけど、六だけ足たら九ようになっマ、

3本しかっけられ九かった九やヒ。ほ

いたら、六歩く九に難儀した九千、神

さ九ヒこい行っマ、足欲しよマ頼九だ

九やけど、神さ九、足みな使こマtた

ょっマに、どないしようにぢゅうマ、思案し毛マ

囲炉裏のl去をば火箸マ-かを回しマた九やヒ。ほい

たら五徳あった九マ、五徳ゃったらじっヒしマる

だけやょっマに、 1本毛うマ毛 た・九ないやろ

ぢゅうマ、それ毛うマ 六につけちゃった九

やヒ。そやょっマ、六その足六事にしマ、

おしつこする時毛かから九ょに足あげマる

九やしマ」

こ九な感じの和歌山弁マ-書いた民話集を春に出す

のマすが、をつヒ読みづらいのマ-誰屯買っマくれな

いマ-しよう。マ-毛、南方熊楠の著作集毛、わたしに

は最初は読屯のに難儀したのに、そのうち味が出マ

をマ「な九ヒ毛たまら人」ようになりました。それ

は「わたしに向かっマ語っマくれマいる」ように思

えるからマす。今「語'7Jが少なくなっマをました。

白分の声マ・、白分の言葉マ.I語'7Jたい毛のマ-す。

絵・エッセイ/
松下千恵(わかやま絵本の会代表)
絵は、絵本「南方熊楠Jから


